
Ａ：付保割合追加特約による補償部分
Ｂ：復旧費用の
補償引上部分
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令和2年9月より

「ハウスの補償割合を引き上げる特約
（付保割合追加特約）」を新設します。

222

111

333

「復旧費用特約」と併せて加入すると実質「新価補償」となります。

【パイプハウス（本体）の補償割合イメージ】

※「付保割合追加特約」「復旧費用特約」については国庫補助がありません。（全額加入者負担）

基本契約部分

共済金支払い
対象

復旧費用特約部分

補
償
割
合（
％
）

経過年数

① 従来の補償割合上限は80％でし
たが、90％または100％まで補
償割合上限を引き上げることが
できるようになりました。

　 ※イメージA部分

「付保割合追加特約」 
＋ 「復旧費用特約」で
新価相当の補償が

可能です

小損害不填補
３万円

小損害不填補
１万円特約付加
（今回追加）

② これまでは復旧費用特約に加入して
いても、ハウスの耐用年数を超過す
ると、ハウス新築価額の６０％までが
補償の限度額でした。しかし、今回
の改正で補償が拡充され、耐用年
数を超過しても新築価額の８０％まで
補償できるようになりました。

　 ※イメージB部分

共済金の支払い下限を
引き下げる特約が追加されます。

【特約を付加した場合と付加しない場合の共済金支払いイメージ】

※「小損害不填補１万円特約」については国庫補助がありません。（全額加入者負担）

小損害不填補の額に新たに「１万円以上」
が追加されます。
これにより、小さな被害でも共済金の支
払い機会が増加します。

復旧費用特約の補償が拡充され
「自力復旧」による労務費も対象になります。

① ＋ ② （または③） ＝ 復旧費用の請求額

本人や家族がハウスの復旧作業を行ったため、労務費の領収書等が発生しな
い場合でも、労務費相当額を補償します。

小損害不填補１万円特約

付保割合追加特約

共済金支払い
対象外

①
修復のために購入

した部材

②
修復に係る業者等
の労務費・人夫費

③（今回追加）
自力復旧等による
労務費相当額

本体パイプ・附帯
施設の修理に係る
部材購入費等

本体・パイプ・附
帯施設の修理に係
る労務費・人夫費

本人・家族が復旧
し労務費・人夫費
が発生しない場合

ＪＡ・業者等の請求
書等の額をもとに
査定

対象となる
費用

算定方法
ＪＡ・業者等の請求書
等、日当等の領収書
等の額をもとに査定

復旧面積をもとに
査定（㎡×100 円）
（領収書等不要）

さらに
園芸施設共済の補償が
　　　 拡充されますさらに
園芸施設共済の補償が
　　　 拡充されます

園芸施設共済特集

詳しくは最寄りのＮＯＳＡＩ熊本へお問い合わせください。
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Ａ
タ
イ
プ
：
出
荷
前
の
一
時
保
管
に
対
応
す
る
タ
イ
プ
で
、

　
　
　
　

  

連
続
す
る
１
２
０
日
間
を
補
償

Ｂ
タ
イ
プ
：
自
家
販
売
な
ど
通
年
保
管
に
対
応
す
る
タ
イ
プ
で
、

　
　
　
　

  

連
続
す
る
１
年
間
を
補
償

Ａ
タ
イ
プ
：
一
口
（
１
０
０
万
円
）
当
た
り
２
，５
０
０
円

Ｂ
タ
イ
プ
：
一
口
（
１
０
０
万
円
）
当
た
り
６
，５
０
０
円

阿
蘇
地
域
の

申
し
込
み
期
間

令
和
２
年

１０
月
１０
日
か
ら
１１
月
１０
日

阿
蘇
地
域
以
外
の

申
し
込
み
期
間

令
和
２
年

１０
月
２０
日
か
ら
１１
月
２０
日

■
補
償
期
間
は
？

　
次
の
２
つ
の
タ
イ
プ
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

　
ご
自
身
の
農
産
物
保
管
状
況
に
合
わ
せ
て
、
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。■

掛
金
は
？

　
■
被
害
に
あ
っ
た
場
合
の
支
払
い
は
？

　
損
害
額
を
、
共
済
金
と
し
て
お
支
払
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、
一
口

に
つ
き
１
０
０
万
円
が
限
度
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
下
の
計
算
例
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

麦共済の加入申し込みをお忘れなく！

畑作物（大豆）共済からのお知らせ

NOSAI から  のお知らせ

被害にあった場合の支払い計算例
納屋に泥水が流れ込み、保管中の玄米５０俵（３，０００ｋｇ）に被害を受けた場合

損害額 ＝ ３，０００ｋｇ × １９５円（※） ＝ ５８５，０００円
となりますので、共済金を５８５，０００円お支払いします。
※各共済において、農林水産大臣が告示する１ｋｇ当たり共済金額（補償金額）の最高額を使用します。
　計算例の１９５円は農作物共済（水稲共済）の令和２年度の金額です。

　

 

近
年
、
多
発
す
る
大
規
模
自
然
災
害
な
ど
へ
の
備
え
と
し
て
、

「
保
管
中
農
産
物
補
償
共
済
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

主
な
内
容
を
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
熊
本
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
加
入
の
条
件
は
？

　
農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
、
畑
作
物
共
済
に
加
入
し
て
い
る
農

産
物
で
、
建
物
に
保
管
し
て
い
る
も
の
が
加
入
で
き
ま
す
。

※

乾
燥
・
調
整
な
ど
の
作
業
中
で
建
物
内
に
あ
る
農
産
物
も
補
償

　
対
象
で
す
。

※

他
人
か
ら
預
か
っ
て
い
る
農
産
物
は
、
補
償
の
対
象
外
で
す
。

■
加
入
で
き
る
金
額
は
？

　
１
品
目
に
つ
き
、
一
口
・
１
０
０
万
円
単
位
で
加
入
し
ま
す
。

■
補
償
対
象
と
な
る
事
故
は
？

　
風
水
害
、
火
災
、
雪
害
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
加
え
て
盗

難
及
び
運
送
中
の
事
故
も
対
象
で
す
。

※

運
送
中
の
事
故
は
、
運
送
業
者
な
ど
が
運
送
す
る
場
合
は
除
き

　
ま
す
。

※

盗
難
に
よ
る
「
き
損
・
汚
損
」
も
含
み
ま
す
。

■
被
害
申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

　
大
豆
の
収
穫
時
期
が
、
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
本

年
産
の
大
豆
に
自
然
災
害
や
病
虫
害
な
ど
で
被
害
を

受
け
、
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
必
ず
被
害
申

告
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
被
害
申
告
で
の
注
意
点

① 

必
ず
収
穫
前
に
被
害
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
収
穫

後
で
は
、
被
害
調
査
が
で
き
な
い
の
で
共
済
金
の
支

払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

② 

大
き
な
被
害
を
受
け
、
収
穫
で
き
な
い
耕
地
が
あ

る
場
合
は
、
鋤
き
込
む
前
に
、
必
ず
被
害
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。  

①
と
同
様
に
被
害
調
査
が
で
き
な
い
の

で
共
済
金
の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
被
害
申
告
す
る
目
安

① 

全
相
殺
方
式
に
加
入
の
場
合

　
加
入
者
ご
と
に
、
例
年
の
収
穫
量
と
比
べ
て
、
１

割
以
上
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
。

②
一
筆
方
式
に
加
入
の
場
合

　
耕
地
ご
と
に
、
例
年
の
収
穫
量
と
比
べ
て
、
３
割

以
上
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
。

　　
詳
し
く
は
、
ご
加
入
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
熊
本　
　
　
　

各
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
麦
共
済
の
加
入
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

　
加
入
申
し
込
み
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。
期
間

内
の
加
入
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
近
年
、
予
想
で
き
な
い
よ
う
な
災
害
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
も
し
も
の
と
き
に
備
え
て
、
麦
共
済
へ
加
入
し

ま
し
ょ
う
！

■
麦
共
済
掛
金
の
納
入
に
つ
い
て

　
掛
金
の
納
入
期
限
は
「
令
和
３
年
２
月
末
日
」
で

す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
契
約
は
解
除
さ
れ
ま
す
の
で
、

期
限
内
の
掛
金
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
令
和
３
年
か
ら
「
収
入
保
険
」
に　
　
　

　
加
入
す
る
場
合

　
麦
共
済
へ
加
入
す
る
こ
と
で
、
収
入
保
険
に
加
入
す

る
以
前
の
被
害
に
つ
い
て
も
収
入
保
険
で
補
償
で
き
ま

す
。
ま
た
、
納
入
さ
れ
た
掛
金
に
つ
い
て
は
全
額
、
賦

課
金
に
つ
い
て
は
月
割
で
返
還
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
熊
本
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
制
度
「
保
管
中
農
産
物
補
償
共
済
」
が

　
　
　
９
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！！

お問い合わせ先

本 所
熊本市支所
植木出張所
宇城支所
玉名支所
鹿本支所
菊池支所

☎（0964）25-3200
☎（096）329-5211
☎（096）273-1913
☎（0964）32-3511
☎（0968）72-4181
☎（0968）43-2357
☎（0968）37-3000

球磨支所
下球磨出張所
天草支所

本 所
菊池支所
阿蘇支所

☎（0966）45-0531
☎（0966）22-5104
☎（0969）22-5444

☎（0964）25-3220
☎（0968）37-3877
☎（0967）32-0360

阿蘇支所
北部出張所
南部出張所
上益城支所
山都出張所
八代･芦北支所
芦北出張所

☎（0967）32-0347
☎（0967）46-3488
☎（0967）62-9144
☎（096）282-6565
☎（0967）72-4222
☎（0965）32-4111
☎（0966）82-5577

【家畜診療所】
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◆
は
じ
め
に

　

 

越
冬
栽
培
を
行
う
施
設
園
芸
で
は
、
暖
房

機
で
の
加
温
栽
培
が
必
須
で
、
収
量
・
品
質
を

維
持
し
つ
つ
、
い
か
に
燃
油
使
用
量
を
削
減
す

る
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。
多
層
内
張
カ
ー
テ

ン
や
循
環
扇
の
導
入
な
ど
積
極
的
に
省
エ
ネ
対

策
に
取
り
組
む
生
産
者
も
増
え
て
い
ま
す
が
、

既
存
の
施
設
装
備
で
も
省
エ
ネ
で
き
る
ポ
イ
ン

ト
を
把
握
し
、
経
営
安
定
に
つ
な
げ
ま
し
ょ

う
。

１ 

暖
房
機
の
点
検
、
清
掃
に
よ
る
燃

焼
率
の
向
上

　
暖
房
機
は
、
長
年
使
用
す
る
と
、
カ
ス
や
ス

ス
が
詰
ま
っ
た
り
、
部
品
が
摩
耗
し
た
り
し

て
、
暖
房
効
率
が
低
下
し
ま
す
。
加
温
能
力

を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
に
も
年
１
回
は
点

検
・
清
掃
を
実
施
し
、
燃
焼
率
向
上
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
付

属
の
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
指
示
さ
れ
た

正
し
い
方
法
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
一
般
的
な

暖
房
機
の
点
検
・
清
掃
項
目
は
次
の
と
お
り
で

す
。

① 

熱
交
換
面
（
缶
体
）
の
清
掃

② 

バ
ー
ナ
ー
ノ
ズ
ル
の
交
換
と
周
辺
の
清
掃

③ 

エ
ア
ー
シ
ャッ
タ
ー
の
調
整

し
ょ
う
。

① 

外
部
被
覆
資
材
が
汚
れ
て
い
る
場
合
は
、

圧
力
を
か
け
た
水
で
洗
浄
し
、
太
陽
光
の
透
過

を
よ
く
す
る
。

② 

冬
季
使
用
し
な
い
換
気
扇
は
シ
ャッ
タ
ー
の

隙
間
を
目
張
り
し
、
外
部
被
覆
資
材
に
隙
間

や
破
れ
が
な
い
か
点
検
す
る
。

③ 

内
張
カ
ー
テ
ン
は
多
層
化
す
る
ほ
ど
光
透

過
性
が
低
下
す
る
の
で
、
作
物
の
生
育
特
性
を

勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
て
カ
ー
テ
ン
の
開
閉
を

実
施
す
る
。

④ 

内
張
カ
ー
テ
ン
留
具
の
緩
み
が
な
い
か
、

カ
ー
テ
ン
の
裾
は
地
面
に
密
着
し
て
い
る
か
、

大
き
な
隙
間
が
な
い
か
点
検
す
る
。

２ 

ハ
ウ
ス
保
温
性
の
確
保

　
ハ
ウ
ス
内
の
天
井
面
と
側
面
に
内
張
カ
ー
テ

ン
を
張
り
、
気
密
性
を
高
め
る
こ
と
で
保
温
効

果
が
増
し
ま
す
。
内
張
カ
ー
テ
ン
は
多
層
化
す

る
ほ
ど
保
温
効
果
は
高
ま
り
ま
す
。
表
１
の
よ

う
に
素
材
に
よ
っ
て
保
温
効
果
が
異
な
る
の
で
、

ハ
ウ
ス
の
軒
高
や
品
目
に
応
じ
て
選
択
し
ま

す
。

　
一
方
、
ハ
ウ
ス
内
へ
の
太
陽
光
の
透
過
量
が

多
い
と
光
合
成
が
促
進
さ
れ
収
量
・
品
質
向

上
に
つ
な
が
り
、
地
温
が
上
昇
し
蓄
熱
す
る
こ

と
で
省
エ
ネ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
踏
ま
え
、
冬
季
は
次
の
点
に
注
意
し
ま

場
合
は
、

の
透
過

ー
の

隙
間
隙
間

ほ
ど
光
透

特
性
を

特
性
を

開
閉
を

開
閉
を

な
い
か
、

る
か
、

る
か
、

３ 

ハ
ウ
ス
内
の
湿
度
管
理

　
内
張
カ
ー
テ
ン
を
多
層
化
す
る
こ
と
で
保
温

性
は
増
し
ま
す
が
、
ハ
ウ
ス
内
の
湿
度
が
高
く

な
り
、
病
気
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ハ

ウ
ス
内
の
湿
度
管
理
と
結
露
水
の
除
去
を
行

い
、
収
量
・
品
質
の
低
下
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

夕
方
、
ハ
ウ
ス
を
閉
め
る
前
に
換
気
し
、

ハ
ウ
ス
内
の
温
か
い
湿
っ
た
空
気
を
排
出
す
る
。

② 

ハ
ウ
ス
内
通
路
は
全
面
マ
ル
チ
に
す
る
か
、

籾
殻
な
ど
を
敷
き
過
湿
を
防
ぐ
。

③ 

結
露
は
天
井
ビ
ニ
ル
内
側
に
多
く
付
着
す

る
た
め
、
ハ
ウ
ス
谷
下
に
樋
な
ど
を
設
置
し
、

天
井
か
ら
流
れ
落
ち
る
結
露
水
を
集
め
ハ
ウ
ス

外
に
排
出
す
る
。

施
設
園
芸
の
省
エ
ネ
対
策
に
つ
い
て

熊
本
県
農
林
水
産
部
生
産
経
営
局　
農
業
技
術
課　
農
業
革
新
支
援
セ
ン
タ
ー　
村
上
尚
穂

表１　ビニルハウスにおける保温被覆時の熱節減率

谷下はカーテンの合わせ目に隙間ができるため
ビニルを張り密閉性を高めましょう。

家畜診療所　菊池支所

小出　ゆり　獣医師
 こ いで

診療所だより

について考えていきましょう。

「元気な
　子牛を育てる」

◆
は
じ
め
に

　
こ
れ
か
ら
の
寒
く
な
る
季
節
は
、
子
牛
の

管
理
が
悩
み
の
種
に
な
っ
て
き
ま
す
。
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
子
牛
が
、
初
乳
を
飲
ま
な
い
、

立
た
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
元
気
が

な
く
、
首
や
耳
介
が
垂
れ
下
が
り
、
介
助
し

な
い
と
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
起

立
し
て
も
す
ぐ
に
寝
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
な
か
な
か
大
き
く
な
ら
ず
、
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
子
牛
へ
の
対
策
と
予

防
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

◆
対
策

　
ま
ず
は
初
乳
で
す
。
こ
の
よ
う
な
子
牛
は
、

消
化
管
で
の
移
行
免
疫
の
吸
収
能
が
低
下
し

て
い
る
た
め
、
出
生
直
後
に
初
乳
を
与
え
て

も
、  

γ
–
グ
ロ
ブ
リ
ン
の
血
中
濃
度
が
上
昇
し

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
無
理
に
初
乳
を
飲

ま
せ
よ
う
と
は
せ
ず
、
飲
み
た
が
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
飲
ま
せ
ま
す
。
ま
た
、
強
制
哺
乳

を
す
る
場
合
に
は
、
誤
嚥
に
注
意
し
て
複
数

回
に
分
け
て
給
与
し
ま
し
ょ
う
。

　
初
乳
自
体
の
成
分
や
量
が
不
足
し
て
い
る

場
合
は
、
市
販
の
初
乳
製
剤
を
追
加
哺
乳
し

ま
す
。
特
に
初
産
の
母
牛
で
は
、
初
乳
に
含

ま
れ
る
抗
体
量
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

子
牛
に
病
気
が
多
い
な
と
感
じ
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
初
乳
製
剤
の
併
用
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

そ
の
後
の
哺
乳
で
も
、
消
化
管
の
機
能
が
劣

り
、
消
化
不
良
の
た
め
下
痢
を
併
発
す
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
人
工
哺
乳
は
１
回
の
哺
乳

量
を
３
回
か
ら
４
回
に
分
け
て
哺
乳
し
ま
し
ょ

う
。

　
次
に
保
温
で
す
。
特
に
１
カ
月
齢
ま
で
は

保
温
に
よ
く
注
意
し
ま
す
。
敷
料
は
保
水
性

や
保
温
性
が
高
い
も
の
を
使
い
、
敷
料
を
こ

ま
め
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
寒
冷
期
は
、

生
ま
れ
た
子
牛
を
よ
く
拭
い
て
、
赤
外
線
保

温
機
を
使
う
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
換
気
も
大
切
で
す
。
こ
の
よ
う

な
子
牛
は
、
肺
の
換
気
能
力
の
低
下
や
免
疫

機
能
の
低
下
に
よ
り
肺
粘
膜
防
御
能
が
低
下

し
て
い
る
た
め
肺
炎
を
発
症
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
舎
内
の
換
気
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

ス
ト
レ
ス
を
か
け
な
い
よ
う
に
健
康
子
牛
と
の

同
居
も
避
け
ま
し
ょ
う
。

◆
原
因
と
予
防

　
原
因
の
一
つ
は
子
牛
へ
の
ス
ト
レ
ス
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
の
場
合
、
寒
冷
に
伴
う
低

体
温
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
先
述
し
た
保

温
、
換
気
に
留
意
し
、
子
牛
に
ス
ト
レ
ス
が

か
か
ら
な
い
環
境
作
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
二
つ
目
は
母
牛
の
妊
娠
期
の
低
栄
養
状
態

で
す
。
特
に
分
娩
前
２
カ
月
間
の
母
牛
の
管

理
が
重
要
で
す
。
母
牛
の
妊
娠
期
に
は
、
次

の
①
か
ら
③
を
今
一
度
確
認
し
て
管
理
し
て

く
だ
さ
い
。

① 

妊
娠
末
期
に
乾
物
を
十
分
に
与
え
て
い
る

か
？

② 

給
与
蛋
白
量
は
適
正
か
？

③ 

不
足
し
て
い
る
微
量
ミ
ネ
ラ
ル
の
投
与
や

正
し
い
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
が
で
き
て
い
る
か
？

　
元
気
な
子
牛
が
生
ま
れ
る
た
め
に
は
、
こ
れ

ら
の
こ
と
が
大
切
で
す
。
弱
々
し
い
子
牛
が
生

ま
れ
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
寒
く
な
る
季
節
は
特

に
管
理
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
「
予

防
が
第
一
」
で
管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
他
に
も
、
ご

相
談
し
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
獣

医
師
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

今回は

技
術
情
報

※１ カーテンが装備されていない場合に比べてどの程度の熱節減効果
があるかを表します。ポリエチレンの１層カーテンを設置した場合の熱
節減率０.３５は、１層カーテンを設置していない場合に比べ３５％の放熱
量が削減されることを示します。

ポリエチレンフィルム
塩化ビニルフィルム
不織布
アルミ割布（アルミ２：透明１） 
アルミ混入フィルム
アルミ蒸着フィルム
ポリ＋ポリ
ポリ＋不織布
塩ビ＋ポリ
塩ビ＋不織布
塩ビ＋塩ビ
塩ビ＋アルミ割布（アルミ２：透明１）
ポリ＋アルミ蒸着

１層カーテン

２層カーテン

保温方法 種　　類 熱節減率
(※1)

0.35
0.40
0.30
0.40
0.45
0.55
0.45
0.45
0.50
0.50
0.55
0.55
0.65

 

じ 

か
い

 

ご 

え
ん
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農
業
を
始
め
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
大
阪
の
会
社
を
退
職
後
、
地
元
に

戻
り
、
夫
婦
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
を
始

め
ま
し
た
。
就
農
３
年
目
で
規
模
拡
大
の

途
中
で
す
。

　
大
学
と
仕
事
で
生
物
学
を
学
ん
で
き
た

た
め
植
物
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
農
業

は
、
作
物
と
触
れ
合
う
こ
と
で
植
物
の
力

強
さ
や
面
白
さ
を
感
じ
ら
れ
る
の
で
、
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
作
物
の
品
質
維
持
と
安
定
供
給
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
特
に
夏
の
酷
暑
の
中
で

品
質
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
で
す

が
、
解
決
で
き
な
い
問
題
は
、
先
輩
農
家

に
質
問
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
は
、
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
、

農
家
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
収
入
を
得
て

生
活
す
る
こ
と
で
す
。
や
る
こ
と
は
山
積

み
で
す
が
、
そ
れ
を
楽
し
み
な
が
ら
日
々

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

吉澤　えり奈さん（３３歳）

①夫と子どもの３人家族
②アスパラガス１３㌃

 よし ざわ   な

アスパラとともに成長

おじゃましま～す！！ 毎日一生懸命頑張っている組合員さんに
お聞きしました。
①家族構成　②経営内容

菊池市

　
八
代
に
戻
っ
て
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
と
き
に
、
地
元
の
先
輩
か
ら
「
農

業
を
始
め
な
い
か
」
と
誘
い
が
あ
り
、
就

農
を
決
意
し
ま
し
た
。
今
年
で
４
年
目
に

な
り
ま
す
。
主
に
両
親
が
水
稲
を
担
当
し

て
い
て
、
私
は
露
地
野
菜
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　
作
付
け
前
の
初
期
準
備
や
野
菜
の
管
理

に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
作
物
の

出
来
は
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
計
画

通
り
に
い
か
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

す
。
両
親
や
地
元
の
先
輩
、
仲
間
に
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

日
々
農
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
趣
味
は
、
料
理
と
お
酒
を
飲
む
こ
と
で

す
。
最
近
は
、お
つ
ま
み
を
自
分
で
作
り
、

晩
酌
す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、地
元
の
後
継
者
で
集
い
、

情
報
を
交
換
し
て
高
め
合
い
な
が
ら
、
一

緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

賀久　大樹さん（３７歳）

①両親との３人家族
②ブロッコリー３５０㌃、オクラ１０㌃、水稲１３０㌃

 か く たい き

仲間たちと成長
八代市

　
自
分
の
手
で
稼
い
で
み
た
い
と
思
い
、

普
通
高
校
を
卒
業
後
に
就
農
し
て
１５
年

目
を
迎
え
ま
す
。

　
家
族
や
地
域
の
方
々
か
ら
い
ろ
い
ろ
教

わ
り
な
が
ら
始
め
ま
し
た
。
最
初
の
数
年

間
は
、
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
が
大
変
で
、

あ
ま
り
収
入
が
得
ら
れ
ず
苦
労
し
ま
し

た
。
現
在
は
、  

Ｊ
Ａ
の
指
導
員
さ
ん
な
ど

へ
相
談
も
し
な
が
ら
、
収
量
ア
ッ
プ
と
品

質
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
趣
味
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
で
す
が
、

雨
天
時
は
、
実
益
も
兼
ね
て
農
機
具
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
や
、
農
業
関
係
書
籍
の
読
書

を
し
て
い
ま
す
。

　
結
婚
を
機
に
少
し
ず
つ
規
模
拡
大
を
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
分
作
物
の
管
理
が
疎

か
に
な
ら
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
団
や
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
の
活
動

を
通
し
、
地
域
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長野　次郎さん（３３歳）

①祖母と母、妻、子ども２人の６人家族
②水稲３００㌃、麦２５０㌃、大豆７１㌃、スイートコ
　ーン６０㌃、ブロッコリー４０㌃、キュウリ１９㌃

 なが の じ ろう

堅実な農業を目指して
甲佐町

　

２５
歳
の
と
き
に
、
熊
本
県
立
農
業
大

学
校
の
聴
講
生
と
し
て
１
年
間
研
修
を
受

け
、
農
業
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
２０

年
以
上
農
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
就
農
し
て
２
年
目
ま
で
に
台
風
と
雪
害

で
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
し
、
自
然
を
相
手
に
仕

事
を
す
る
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の

際
に
は
、
周
囲
の
方
々
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
う
な
ど
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
阿
蘇
市
認
定
者
の
会
副
会
長

や
県
の
農
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。
私
自
身
、
多
く
の
方
に
支
え
ら

れ
て
農
業
を
続
け
て
き
た
の
で
、今
後
は
、

恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
繁
忙
期
は
忙
し
い
で
す
が
、
農
閑
期
の

冬
に
は
旅
行
に
出
か
け
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
お
い
し
い
作
物
が
作
れ
る
よ

う
、
自
分
の
手
が
届
く
範
囲
で
、
大
好
き

な
農
業
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

江入　衣美さん（４８歳）

①両親と夫の４人家族
②アスパラガス１８㌃、水稲１２０㌃、大豆６０㌃、
　ブドウ５㌃

 え いり え み

周囲へ恩返し
阿蘇市

　
大
学
を
卒
業
後
、
農
業
研
修
生
と
し
て

神
奈
川
で
研
修
を
受
け
ま
し
た
。そ
の
後
、

「
和
水
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
い
う
制

度
に
応
募
し
て
和
水
町
へ
移
住
し
、
就
農

し
て
３
年
目
で
す
。

　
１０
㌃
の
田
ん
ぼ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
が
、
農
地
の
特
徴
や
そ
れ
に
適
し
た
作

業
が
分
か
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
、
機

械
な
ど
の
細
か
い
農
作
業
を
覚
え
る
こ
と

に
も
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
近
く
の
農
家
さ
ん
に
尋
ね
た

り
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
農
作
業
動
画
を
見
た

り
し
て
技
術
を
学
ん
で
い
ま
す
。
面
積
も

地
元
の
地
主
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
順
調
に

拡
大
で
き
て
い
ま
す
。

　
農
業
は
、
天
候
や
病
虫
害
な
ど
に
左
右

さ
れ
や
す
い
で
す
が
、
無
事
に
収
穫
を
迎

え
ら
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。
今
後
は

規
模
を
拡
大
し
て
中
山
間
地
域
で
６
㌶
を

作
付
け
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

猪口　琢真さん（３９歳）・妻 淳子さん・娘 紗菜ちゃん

①妻と子どもの３人家族
②水稲300㌃、大豆100㌃、麦８０㌃

 いの くち たく ま じゅん こ さ な

中山間地域で農業
和水町

　
非
農
家
出
身
で
す
が
、
高
校
時
代
に
牛

と
出
会
い
、
好
き
に
な
っ
た
の
で
熊
本
県

立
農
業
大
学
校
の
畜
産
学
科
へ
進
み
ま
し

た
。
卒
業
後
、
大
津
町
と
球
磨
郡
の
畜
産

農
家
で
４
年
間
修
業
を
積
み
、
新
規
就
農

し
て
３
年
目
で
す
。

　
母
牛
１０
頭
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

最
初
は
、
牧
草
の
確
保
と
運
転
資
金
の
調

達
で
苦
労
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
母
牛
１６

頭
と
子
牛
１０
頭
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）
を
使
っ

た
カ
メ
ラ
で
、
牛
の
発
情
や
出
産
状
況
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
チ
ェッ
ク
す
る
装
置
も

導
入
す
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
経
営
も
軌
道

に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
国
家
資
格
の
家
畜
受
精
卵
移

植
師
を
取
得
し
、
子
牛
の
安
定
出
荷
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
母
牛
５０
頭
の
規
模
拡

大
と
放
牧
事
業
を
考
え
て
い
て
、
牛
舎
と

放
牧
が
で
き
る
土
地
を
探
し
て
い
ま
す
。

前田　竜一さん（２７歳）

①両親と兄の４人家族
②繁殖和牛１６頭、子牛１０頭

 まえ だ りゅう いち

安定出荷を目指して
天草市
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